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■ 意見集計結果 

 

 令和４年 12 月２日から令和５年１月４日までの間、（第２次つくば市グローバル化基

本指針(案)）について、意見募集を行った結果、２人から５件の意見の提出がありまし

た。これらの意見について、適宜要約した上、項目ごとに整理し、それに対する市の考

え方をまとめましたので、公表します。    

 

 提出方法別の人数は、以下のとおりです。 

提出方法 人数（団体を含む。） 

  直接持参             0 人 

  郵便             0 人 

  電子メール             0 人 

  ファクシミリ             0 人 

  電子申請             2 人 

     合 計             2 人 

 

 

 

■ 意見の概要及び意見に対する市の考え方 

 

○  つくば市の現状と課題 について 

№ 意見概要 意見数 市の考え方 

 

 １ 

 

・在留資格別にみると留学

生、研究生が多いが、技能実

習生なども増えているというこ

とを踏まえ、住民登録から２、

３ヶ月のオリエンテーションは

必要なのではないかと思いま

す。これは、常総市などでおこ

なっている試みで、p２２のアン

ケート結果からもわかるよう

に、公的なサービスの受け

方、仕組み等は国によって大

きく異なることから、こうしたオ

リエンテーションは必須である

と思われます。最初から不要

 

 １件 

 

本指針では外国人市民への生

活サポートの充実の詳細な取組

については記載をしておりませ

んが、転入者向けのオリエンテ

ーションの開催やそのための人

材の育成は必要であると考えて

おり、御指摘の内容は別途作成

を進めているアクションプラン

の参考にさせていただきます。 
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な場合は断るはずなので、最

初にそうした入口があることを

示すのは行政の役割。実施に

あたっては、一方的に情報を

伝えるのではなく、どんな情報

がほしいかと聞きながらおこな

っていく、これは行政マンだけ

でなく、ボランティアも養成して

おこなっていく必要があると思

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２ 

 

・日本語学習支援が必要な子

どもが300名近くとされていま

すが、その在籍校はどうなって

いるのでしょうか。１、２名では

加配がきかないことを考える

と、いろいろ事情はあっても集

中して住んでいただく、また住

民登録前にある程度そういっ

た情報にアクセスできる必要

があります（実際、他自治体で

は加配がないことから母子で

本国に帰ってしまう例も散見し

ています）。また、学校にいっ

てもあまりよい結果が出ないこ

とから、特に出身国によっては

女子にはもう就学させない、と

いうことも起こりがちです。 

支援そのものも、小学校低学

年のうちはなんとかなります

が、日本の中学校の学習の厳

しさは、それまで日本語支援

が不要だった生徒でも厳しい

と聞きます。大学入試に帰国

子女選抜枠が昔からあるよう

に、高校などにおいてもそうし

た枠が必要、そのための学習

 

 １件 

 

日本語学習支援が必要な児童

・生徒は、義務教育学校を含む

45 校のうち 25 校に在籍してお

り、そのうちの 17 校は在籍者数

が 10 人未満となっています。 

外国籍児童の保護者から居住

地区や転入先の御相談があった

場合には、外国籍児童が多く在

籍している学校や各学校の日本

語学習支援の情報等をお伝え

し、保護者やお子さんの意向に

できるだけ沿った学校へ通える

よう、きめ細かく対応している

状況です。 

また、御指摘の通り、近年は

高校受験を希望する外国籍生徒

が増えていることから、つくば

市国際交流協会と連携して高校

進学ガイダンスを実施していま

す。また、外国籍のこどもの小

学校入学への不安や相談に対応

するため、未就学児に対する小

学校入学に向けたガイダンスな

ども実施しています。 

今後はつくば市国際交流協会

と連携しながら、学齢期を過ぎ

たこどもに対しても、進学や就
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ができるようにつくば市が先頭

を切った提案、施策を取る必

要があるかと思います。 

 

職等のニーズに合わせた日本語

学習支援を新たに実施していき

たいと考えています。 

 

 

 

 ３ ・外国人に対するアンケートで

すが、住みやすい、住みにく

い、にはどのような項目が挙

げられていたのかもう少し知る

ことができたら（アンケート原

紙を資料として添付していただ

くなど）イメージしやすかったか

と思います。 

また、このアンケートの３８％

が「漢字でレポートを書ける」と

回答していることから、かなり

日本語能力は高い層が回答

していると思われます。その層

にして、市の情報がわかると

いう人は７割にとどまっている

わけですから、全体としてはも

っと届いていないと思われま

す。 

また、行政としてはp２３にある

ように、何かあった時に「国際

交流協会に聞く」「広報つくば

を参考にする」と答えたのがと

もに１％であることを考え、どう

したら情報が届くかの知恵を

絞りたいところです。 

（この選択肢に「つくスマ」がな

いのは、まだ導入前だったか

らでしょうか。現在の利用状況

がどうなっているのかも知りた

いところです） 

いろいろ書きましたが、「もとか

ら日本語も英語もできる方に

 

１件 

御意見を踏まえ、つくば市外

国人市民意識調査については、

調査結果原本を参考資料として

指針本編に添付します。 

 本調査は、令和３年５月１日

現在でつくば市に住民登録のあ

った 18 歳以上の外国人市民全員

を対象に実施しましたが、回答

いただいた方の多くはある程度

日本語の分かる方でした。それ

にも関わらず、市からの情報が

分からない方や市からの情報提

供媒体を「知らない」と回答し

た方が一定数いらっしゃったこ

とから、御指摘の通り、市全体

では市からの情報を得られてい

ない方はもっと多いと考えられ

ます。なお、本調査実施時には

まだ「つくスマ」は導入されて

いなかったため、選択肢には入

れておりません。令和５年１月

16 日現在、つくスマのダウンロ

ード数は、以下の通りです。 

・日本語＝11,501 人 

・英語＝214 人 

・中国語＝18 人 

・韓国語＝７人 

また、ダウンロードされた 

11,740 人のうち、「外国人向け

の情報が必要」にチェックを入

れた方は 1,389 人となっていま

す。 



   

- 4 - 

ターゲットを当てるのではなく、

自分がもし一言もわからない

地域に住むことになったら何

が必要だと思うか」を考え、ど

の人にも温かく感じられるつく

ば市になればと思います。 

 

情報提供媒体の周知強化は喫

緊の課題であり、現在作成中の

アクションプランにも情報発信

の強化に資する取組を盛り込み

たいと考えています。外国人相

談窓口や国際交流拠点等も情報

提供の場として活用しながら、

言語や国籍に関わらず、すべて

の人にとって住みやすいグロー

バル都市の実現を目指して取組

を進めていきます。 

 

 

○  第２次つくば市グローバル化基本指針の方向性 について 

№ 意見概要 意見数 市の考え方 

 

 １ 

 

・p41 「到達目標」という用語

は教育分野で使われるもの。

このようなところで使う用語で

はないと思いますが？ 

 

 

 

 

 １件 

 

「到達目標」という用語は、全

国の自治体の総合計画等でも使

用されており、本指針において、

つくば市が到達を目指す目標で

あることから「到達目標」と表

記しています。 

 

 

 ２ 

 

・p41 下から３行は、「グロー

バル化のゴールはグローバル

都市である」と言っていること

になる。これでは意味不明だ。 

 

 

  １件 

 

御指摘を踏まえ、つくば市が目

指す本当の意味でのゴールは、

に修正します。 

 

 

 

 

■ 修正の内容 

○  第３章 つくば市の現状と課題 について 

修正前 修正後 

・p16 グラフ中の表記 

外国にルーツをもつ児童・生徒 

 

 

外国につながる児童・生徒 

・p18 以降  

アンケート結果中の「N」の表記 

 

 

すべて「n」に修正するとともに、18

ページに「n=各設問における回答者
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数」と追記しました 

 

 

○  第４章 第２次つくば市グローバル化基本指針の方向性 について 

修正前 修正後 

p41 下から３行目 

「グローバル化」の本当の意味での

ゴールは、 

 

 

つくば市が目指す本当の意味でのゴ

ールは、 

p43 

２ゴールの実現に向けた３つのテー

マと基本施策／(2)３つのテーマに

紐づく基本施策／❷国籍を問わず、

市民が持ち味を生かして活躍できる

環境」を目指すための基本施策 

 

市内及び国内で働きたいと望む外国

人留学生等の就業のチャンス 

 

 

 

 

 

 

 

 

市内及び国内で働きたいと望む留学

生等の就業のチャンス 

 

 

※パブリックコメントによるものではありませんが内容を修正しました。 

※このほか、単純誤記の修正もしました。 


